
競輪・オートレースを巡る 
最近の状況について 

平成２８年４月２５日 
経済産業省製造産業局 

車両室 

資料１ 



１．競輪の売上高・本場入場者数の推移 

 競輪の２７年度の売上高は、２６年度に続き２年連続の増加。 
 増加の主な要因は、ミッドナイト競輪の開催日数の増加等によるネット販売の増加。 
 本場入場者数は、減少傾向にあるものの、２６年度から２７年度は横ばい。 

1 出所：各種資料を基に製造産業局車両室作成 
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（参考）ミッドナイト競輪について 
 ２１時から２３時頃までに無観客で開催される「ミッドナイト競輪」は、２２年度から開始。
当初１施行者・年６日で開始したが、開催時間帯に競合が存在せず、７車立てで分か
りやすいレースだったことから他公営競技ファン等の新規顧客獲得に繋がり、年々売上が 
増加。また、ネット販売限定のため開催経費が抑えられたことから、収益性も高い。 

 その結果、年々開催施行者数・日数が増加し、２７年度は１６施行者が年２２５日
開催。さらに、今年度は１８施行者が年３３３日開催する予定。 

2 出所：各種資料を基に製造産業局車両室作成 
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２．競輪の売上高の販路別構成の推移 
 本場・場間場外の売上高は減少の一途を辿る一方、ネット投票の売上高が大幅増加。
主な増加要因は、ミッドナイト競輪の開催増加。 

 しかしながら、ミッドナイト競輪の開催日数が飽和状態に近づく中、今後、安定的に売上
を向上させ続けていくためには、新たなネット販売策や本場・場間場外での売上減少の
歯止め策が必要ではないか。 
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出所：各種資料を基に製造産業局車両室作成 



３．競輪のグレード別売上高構成の推移 
 グレード開催（ＧⅠ～ＧⅢ）の売上高は減少傾向。 
 普通開催（ＦⅠ及びＦⅡ）は増加傾向。ＦⅠの増加は、スポーツ紙への開催広告の
掲載増加に伴い、購入地域が拡大したことが主要因。 

 ＦⅡの増加は、①ミッドナイト競輪の開催日数増加（昼間からの振り替えを含む）と②
ナイター開催の売上げ増加が主要因。 

 これまで「売れない」ために赤字開催となることが常態化していた普通開催も売り方の工
夫次第で売上増加・開催収支改善を図ることができるのではないか。 
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出所：各種資料を基に製造産業局車両室作成 
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（参考）競輪のレースのグレードについて 
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ＧⅠ 
（２７日） 

  ＧＰ 

  ○ＫＥＩＲＩＮグランプリ 
   毎年１２月３０日に行われる競輪界最高峰のレース。 
    その年に活躍した選手９名がチャンピオンを決める一発勝負。 

  ○ＧⅠレース 【２６年度 収益率：４.６６％】 
    Ｓ級上位選手が参加。優勝者はＧＰ出場権を得る。 

  ○ＧⅡレース 【２６年度 収益率：４.０９％】 
    Ｓ級選手のみが参加。成績上位者はＧⅠ・ＧⅡへ 
     の優先出走権を得ることができる。 

  ○ＧⅢレース 【２６年度 収益率：６.７６％】 
    Ｓ級選手のみが参加。各競輪場の開設などを記念して開催される競輪。 
     （各競輪場が原則年１回開催） 

   ○普通開催 
    【２６年度 収益率：▲４.３５％】 
     Ｓ級選手とＡ班１・２班で開催されるＦⅠレースと、各地のＡ級選手のみで行われ 
       るＦⅡレースがある。 

 競輪のすべてのレースはＧＰからＦⅡの６つのグレードに格付けされており、その区分は以
下のとおり。 

 ２６年度においては、グレード開催（ＧⅠ～ＧⅢ）の収益率は５％前後となっている
が、普通開催（ＦⅠ・ＦⅡ）は、▲４％程度となっている。 

【ＫＥＩＲＩＮグランプリ２０１５】 

※KEIRINグランプリは、経理処理上ＦⅠとして整理。また、ＦＩ・ＦⅡにおいては、経理処理上まとめて報告があるため、区分せず。 
 



４．競輪の開催日数推移 

 近年の選手数の減少に伴い、開催日数は減少傾向。 
 特に、ミッドナイトを除くＦⅡ開催日数の減少が著しい。これは、施行者収支改善の観点
から、昼間のＦⅡ開催を減らし、収益性の高いミッドナイト開催を増加させたことも要因。 
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（参考）競輪選手数の推移 

7 出所：各種資料を基に製造産業局車両室作成 
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２３年の「競輪事業のあり方検討小委員会報告書」に基づき、選手数を 約１,０００
名削減することを業界決定し、選手数の削減を行ってきた。 

２７年７月以降については、選手数２,３００名程度の水準を維持するために、成績
不良による登録削除者数をこれまで約１２０名だったところを６０名程度に縮小し、 

  ２９年５月に選手登録となる第１１１期以降の募集人数を５０名から７０名に拡大。 
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５．競輪施行者の営業活動収支 
 ２６年度は、４５施行者のうち、赤字は１施行者（２５年度は赤字は４施行者）。
ここ数年、赤字施行者数は減少傾向。 

 赤字施行者の減少要因は、競輪選手数の削減に伴う昼間のＦⅡ開催（赤字が常態
化）の日数削減とミッドナイト競輪の日数増加等。 

 競輪選手数の削減が終了し、ミッドナイト競輪開催の飽和状態が近づく中、今後、継続
的に収益を改善していくためには、増収増益の今こそ既存顧客の満足度向上・新規顧客
獲得のための「攻めの施策」が必要ではないか。 
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 ※２６年度営業活動収支実績。※神奈川県競輪組合、藤沢市は２６年度で競輪事業から撤退。 

出所：各種資料を基に製造産業局車両室作成 



６．オートレースの売上高・本場入場者数の推移 

 オートレースの２７年度の売上は１０年振りに増加。 
 増加の主な要因は、ネット投票の売上増加及び専用場外車券売場の増加。 
 本場入場者数は、減少傾向。２７年度末をもって船橋オートレース場が廃場となったこと
に伴い、今後さらに減少の可能性。 
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出所：各種資料を基に製造産業局車両室作成 



（参考）専用場外車券売場数の推移 
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 オートレースの専用場外車券売場は、２４年度のオートレース川辺を皮切りに各地に専
用場外を設置。オートレース場の近隣地域のみではなく、北海道、東北、近畿などオート
レース空白地域に展開し、２７年度末までに１４施設を設置。 

 また、本年３月の船橋場廃場に伴い、専用場外「オートレース船橋」が４月に開設。引
き続き地元顧客とオートレースをつなぐ結節点となっている。 

出所：各種資料を基に製造産業局車両室作成 



７．オートレースの売上高の販路別構成の推移 

 本場・場間場外の売上高が減少傾向にある一方、専用場外・ネット投票の売上高は増
加傾向。 

 船橋場の廃場に伴い、２８年度は再び売上減少となる可能性が高いものの、減少幅を
抑えるためには、競輪で既に実績のある専用場外車券売場数の拡大やミッドナイト開催と
いった取組を中心に売上向上を図るべきではないか。 
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※括弧内は対前年度比 

構成
割合 

出所：各種資料を基に製造産業局車両室作成 



（参考）飯塚場でのミッドナイト開催について 

 本年度から飯塚場においてミッドナイトオートレースの本格実施（年２７日）を予定。 
※競輪同様、ネット販売限定（無観客開催） 

 昨年度、３日間の試行開催を行ったところ、照明や消音マフラーを用いたエンジン音等に
対する周辺住民の苦情等は一切無かった。 

 また、売上面では、３日間で約１.９億円（１日当たり約０.６億円）であり、６レー
ス制（通常は１０～１２レース制）であったにもかかわらず、２７年度の普通開催の
１日当たりネット売上額（約０.４億円）を大幅に上回った。 
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＜消音マフラー装着＞ 

＜消音マフラー拡大図＞ 



８．オートレースのグレード別売上高構成の推移 

 ２７年度のグレード開催（ＳＧ～ＧⅡ）の売上高は概ね横ばいであるが、ＧⅠは減少
傾向。 

 普通開催は、この２年間は微増。これもネット投票の売上増加及び専用場外車券売場
の増加に起因。 
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※括弧内は対前年度比 

出所：各種資料を基に製造産業局車両室作成 



９．オートレースの開催日数推移 
 近年の開催日数は概ね横ばい。 
 ２７年度末で船橋場が廃場になったことにより、２８年度は開催日数が２１
日減少（グレード開催２０日、普通開催１日）。 

 他方、２８年度には、売上増加の期待ができる川口場のナイター競走の開催日数の
増加（２７年度：８日→２８年度：２６日）や飯塚場でミッドナイト競走の本格
実施（年２７日）を予定。 
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出所：各種資料を基に製造産業局車両室作成 



（参考）川口場でのナイター開催について 

 昨年９月、川口場で、都市部では初となるナイターレースを実施（普通開催・合計８
日間）。 

 開催中は、最大で１日約１.３万人の来場があり、２７年度の普通開催の１日平均
入場者数（約５,５００人）を大きく上回った。 

 売上面では、８日間で約１４億円（１日当たり約１.８億円）であり、２７年度の
普通開催の１日当たり売上額（約１.４億円）を大幅に上回った。 
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１０．オートレース施行者の営業活動収支 
 ７施行者のうち、赤字が２施行者（２５年度は赤字は１施行者）。このうち、千葉県
及び船橋市は、２７年度末をもってオートレース事業から撤退。 

 大幅赤字の飯塚市は、２７年度から民間企業と収益保証型の包括委託契約を締結し
たことから、黒字に転じる見通し。 

 ５施行者中、３施行者は民間企業と収益保証型の包括委託契約を締結。民間企業
に依存する形の事業運営・収益確保という状況を踏まえ、事業に重大な影響力を有する
民間企業の位置づけについて、検討が必要ではないか。 
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単位：億円 
 
 ※平成２６年度営業活動収支実績。 

出所：各種資料を基に製造産業局車両室作成 



（参考）競輪・オートレース事業における包括委託契約一覧 

17 

 施行者として競輪事業又はオートレース事業を実施する中で、事務のスリム化やコスト削
減を目的に民間企業等へ開催運営を包括委託しているケースは以下のとおり。 

区分 施行者 委託先 区分 施行者 委託先 

競 
 
 
 
輪 

函館市 日本トーター(株) 

競 
 
  
輪 

奈良県 日本トーター(株) 

青森市 日本トーター(株) 岸和田市 日本トーター(株) 

埼玉県（大宮・西武園） 日本トーター(株) 広島市 日本写真判定(株) 

松戸市 (株)松戸公産 高知市 日本トーター(株) 

千葉市 日本写真判定(株) 北九州市 (公財)ＪＫＡ 

静岡市 日本トーター(株) 佐世保市 日本トーター(株) 

豊橋市 日本トーター(株) 区分 施行者 委託先 

富山市 日本写真判定(株) 
オ 
｜ 
ト 

浜松市 日本トーター(株) 

松阪市 日本写真判定(株) 山陽小野田市 日本写真判定(株) 

四日市市 日本トーター(株) 飯塚市 日本トーター(株) 
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１１．公営５競技の売上高の推移 
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中央競馬：2兆5,834億円 
(前年比：103.6％) 

競艇：1兆0,423億円 
(前年度比：104.7％) 

競輪：6,308億円 
(前年度比：102.4％) 

オートレース：678億円 
(前年度比：101.5％) 

地方競馬：4,310億円 
(前年度比：111.1％) 

 ※中央競馬については暦年。２７年度の地方競馬売上高は速報値。 

種別 伸び率 
競輪 
(25年度→27年度) 4.0% 

オートレース 
(26年度→27年度) 1.5% 

中央競馬 
(23年→27年） 12.4% 

地方競馬 
(23年度→27年度) 30.1% 

競艇 
(22年度→27年度) 23.6% 

※伸び率・・・ 
  下げ止まり年度と２７年度売上高までの伸び率 

近年、各公営競技は、売上が下げ止まり、増加傾向。売上反転から４年間の年平均伸
び率が６.９％の地方競馬を筆頭に、競艇（５年間の年平均伸び率４.４％）、中央
競馬（４年間の年平均伸び率３.０％）が高い伸びとなっている。 

競輪やオートレースについても、「攻めの施策」を講ずることで、伸び率を高めていく余地が
あるのではないか。 

出所：各種資料を基に製造産業局車両室作成 
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